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🌸更生誓い集う 初の女子分校生の入学式長野県
松本市

長野県松本市に所在する松本少年刑務所には、全国で唯一
となる刑事施設の中の公立中学校「松本市立旭町中学校桐分
校」が設置されています。昭和30年に開設されて以来、776名の
卒業生を送ってきた桐分校に、今年４月、初めての女子分校生
が入学しました。松本少年刑務所が男子受刑者を収容する施設
であるため、これまで入学対象者を男子受刑者に限っていましたが、
学び直しの機会を女子受刑者にも設けるため、この度、女子受刑
者を収容している全国の施設に募集を行い、５名が入学となりま
した。入学した桐分校生は、本校である松本市立旭町中学校の
３年生に編入され、１年をかけて主要５教科に加え、保健体育、
音楽、道徳などを学び、卒業を迎えることとなります。
桐分校が設置された経緯は、昭和28年にさかのぼります。当時、
松本少年刑務所に収容中の受刑者のうち約８割の人が就学環

境が不良で、学力が著しく低い状態にあり、新制度義務教育の
未修了者でした。
そこで、当時の所長がそのような受刑者を救済し、更生の道を歩
ませることを目的に、長野県教育委員会、松本市教育委員会、
文部省（当時）との折衝を開始し、当時の旭町中学校の校長
の深い御理解もあり、桐分校の設置、昭和30年の開校に至りま
した。
桐分校生は、刑務作業に代えて、松本少年刑務所の職員のほ
か、外部講師や旭町中学校本校の職員が実施する、１日約７
時間の授業に加え、消灯時間後の１時間を含む居室内での３
時間の自習時間を自らの学び直しの時間に充てることとなります。
地域の皆様に支えられながら、第70回生を迎えた今年度。分
校生が、来春、大きな実りを得て卒業していくことを願います。

受刑者のアート展示 市民からは激励の声
ART FROMプロジェクト「みんなのHEART展」in静岡市文化クリエイティブ産業振興センター

静岡刑務所では、令和５年度から、受刑者の製作するアー
トを通して地域の皆様に社会復帰に向けて歩んでいる受刑者
のことや刑務所のことを知ってもらい、また、地域の皆様とのつな
がりから受刑者に社会復帰・改善更生の意欲を喚起させるた
め、小学館集英社プロダクションと共同で「ART FROM プロ
ジェクト」を立ち上げました。
静岡市の協力の下、今年２月17～18日に開催された「み
んなのHEART展」では、市民の皆様から作品の感想に加え、
「やり直すことに、早い遅いはないと思っています。頑張ってくださ
い!!」、「今の気持ちを大切にしてほしいと思います」などと受刑
者の社会復帰を応援する声をいただきました。
感想を見た受刑者からも、「受刑者に対する励ましや温かい
言葉が多いことに驚いた」、「厳しい意見もあり、改めて反省す
ることができた」、「各作品を媒介して、一般市民の方とつなが
れていることを実感した」などとの感想があり、社会復帰への決
意を強めていることがうかがえました。

静岡県
静岡市

／今夏も静岡市内等で展示が予定されています！ぜひお立ち寄りください！＼

松本少年刑務所松本少年刑務所



株式会社拓実建設
代表取締役 柿島 拓也氏

もっと知りたい 第二次再犯防止推進計画

第二次再犯防止推進計画において、日本における高等学校への進学率は98.8％である一方、入所受刑者の33.8％は

高等学校に進学しておらず、23.8％は高等学校を中退し、また、少年院入院者の24.4％が中学校卒業後に高等学校に

進学しておらず、中学校卒業後に進学した人のうち、56.9％は高等学校を中退している現状が示されています。

社会においては、就職して自立した生活を送る上では、高等学校卒業程度の学力が求められることが多いのが実情です。

そのため、矯正施設では、受刑者や在院者の改善更生や円滑な社会復帰に資するために修学支援や学習支援を行ってい

ます。

刑事施設では、教科指導を実施しています。１面でも御紹介した長野県松本市に所在する松本少年刑務所には、日本

で唯一となる公立中学校の分校（桐分校）が設置されており、全国の義務教育未修了者等から希望を募り、中学３年生

に編入させ、地元中学校の教諭や職員等が、指導を行っています。さらに、松本少年刑務所では、近隣の高等学校の協力

の下、全国の刑事施設から希望者を募集して、同高等学校の通信制課程で高等学校教育を実施しており、所定の課程を

修了したと認められた人には、高等学校の卒業証書が授与されています。

少年院では、令和３年度から、一部のモデル施設において、在院中から通信制高校に入学し、インターネット等を活用した

学習を可能にするとともに、少年院での矯正教育で高等学校学習指導要領に準じて行うものを通信制高校での単位として

認定するなどの取組を実施していたところ、本年４月１日からは対象庁を全ての少年院に拡大して実施することとなりました。

そのほかにも、いわゆる高卒認定試験の重点的な受験指導を行うコースを13庁に設置し、外部講師を招へいするなどの体

制を整備しており、令和４年度には377人の在院者が高卒認定試験を受験しました。

重点課題（Ⅳ）＜③学校等と連携した修学支援＞

支
援
者の

声

弊
社
は
、
「C

h
a
n
c
e
!

」
と
い
う
受
刑
者
専
用
求
人
誌
に
掲
載
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
結
構
な
数
の
応
募
が
あ
る
の
で
、
今
ま

で
は
、
書
類
審
査
で
受
刑
回
数
な
ど
を
見
て
、
面
接
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
考
え
が
変
わ
っ
た
の
は
、
今
年
（
令

和
５
年
）
雇
用
し
た
Ａ
刑
務
所
の
受
刑
者
と
の
出
会
い
で
し
た
。

彼
は
７
回
も
刑
務
所
に
入
っ
て
い
て
、
は
っ
き
り
言
っ
て
や
り
直

せ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
書
類
審
査
の
時
点
で
不

採
用
と
い
う
こ
と
で
返
事
も
出
さ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
彼

か
ら
、
満
期
出
所
が
近
い
た
め
就
労
指

導
と
し
て
来
て
も
ら
え
な
い
か
と
手
紙

が
あ
り
、
そ
れ
な
ら
行
っ
て
み
よ
う
か

と
思
っ
て
、
Ａ
刑
務
所
ま
で
会
い
に
行

き
ま
し
た
。

彼
は
、
７
回
の
受
刑
歴
全
て
が
賽
銭

泥
棒
で
し
た
。
直
接
会
っ
た
と
き
、
ど

う
し
た
ら
や
り
直
せ
る
か
聞
い
た
ら
、

自
分
の
身
上
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

家
庭
環
境
が
複
雑
で
、
両
親
は
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
だ
っ
た
こ
と
、
兄
弟
と
は
関

係
が
良
く
な
い
こ
と
、
中
学
か
ら
賽
銭

泥
棒
し
て
い
た
こ
と
。

「
Ａ
刑
務
所
の
中
で
母
の
逝
去
が
知

ら
さ
れ
た
と
き
、
母
は
生
活
保
護
を
受

け
て
い
て
、
自
分
も
お
金
が
無
く
て
、

お
墓
に
入
れ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

母
は
無
縁
仏
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ａ

刑
務
所
の
運
動
場
か
ら
見
え
る
山
に
母

は
埋
ま
っ
て
い
て
、
掘
り
起
こ
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
も
う
悪
い
こ
と
は
で
き

な
い
と
感
じ
た
ん
で
す
。
」
と
彼
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

将
来
は
無
縁
仏
の
向
か
い
に
お
墓
を

買
っ
て
、
祖
父
母
の
墓
を
移
し
て
あ
げ

た
い
と
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
切
な
く

な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
話
を
聞
い
て
、
彼
を
引
き
受

け
ま
し
た
。
少
し
し
か
経
っ
て
い
な
い

で
す
が
、
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

書
類
で
は
見
え
な
い
こ
と
が
あ
る
、

一
人
で
も
多
く
会
っ
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
と
彼
と
会
っ
て
と
感
じ
ま
し
た
。

事業者向けパンフレット
更生支援

～誰一人取り残さない社会へ～

令
和
５
年
度
、
当
課
で
は
、
出
所
者
や
出
院
者
の
受
け
皿
と
な
り

得
る
事
業
者
向
け
に
再
犯
防
止
推
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
４
名
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
取
材
中
、
限
ら
れ
た
時
間
い
っ
ぱ
い
に
お
話
を
う
か

が
っ
た
の
で
す
が
、
ペ
ー
ジ
の
都
合
上
、
お
話
の
す
べ
て
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
更
生
刻
々
で
こ
ぼ
れ
話

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
東
京
都
に
あ
る
株
式
会
社
拓
実
建
設
代
表
取
締
役
の
柿

島
拓
也
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
で
す
。
拓
実
建
設
は
、
こ
れ
ま

で
積
極
的
に
出
所
者
等
を
雇
用
し
、
令
和
５
年
２
月
に
は
、
東
京
都

か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

拓
実
建
設
に
は
、
全
国
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
す
。
応
募
が
多
数
あ

る
中
で
、
面
接
を
実
施
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
受
刑
回
数
が
４
、
５

回
ま
で
と
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
に
変
化
が
あ
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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